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広報 平成 28 年

５

広域農道開通イベント 
あるけ・ルンデ～新しい道あるけるんで～

　芸北地域と豊平地域を結ぶ広域農道の開通を記念し
て、開通前の３月27日（日）、あるけ・ルンデを開催し
ました。芸北地域溝口から豊平地域北広島町役場豊平支
所までの約６㎞の道のりを参加者315人が春の風を感じ
ながらそれぞれのペースで歩きました。今回のルートは、
途中約１㎞の石見路トンネルがあり、チェックポイント
の中間広場では眺めの良い景色も楽しめました。ゴール
地点では、あたたかい豊平手打ちそばや男の料理教室の
ぜんざい・クッキーなどがふるまわれました。

お知らせ
　平成28年度 当初予算の概要・行政組織新体制ほか ２

お知らせ
　平成28年度軽自動車税の納付について ほか 12

連載
　健康通信（受動喫煙防止対策が義務化されます！） ほか 16

まちの話題 　平成27年度ふるさとづくり大賞　総務大臣賞
　西中国山地自然史研究会が受賞 ほか

26

お知らせ伝言板
　母子・父子家庭激励金、高齢者向け給付金 ほか 28

きたひろを撮る
　北広島町観光写真コンテスト入賞作品 32



●
主
要
施
策
・
事
業

①
町
民
の
立
場
に
立
ち
、
町
民
と
共
に

　
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

１
億
４
４
５
２
万
円

・
ま
ち
づ
く
り
対
策
・
高
度
情
報
化
推

進
対
策　

　
主
な
事
業
と
し
て
、
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ

ト
設
備
更
新
で
２
２
２
８
万
円
、
第

２
次
北
広
島
町
長
期
総
合
計
画
策
定
に

む
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
開
催
費

１
２
３
４
万
円
な
ど
。

②
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
　
８
億
４
２
６
９
万
円

・
地
域
づ
く
り
振
興
対
策
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
対
策
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

平
成
28
年
度
で
実
施
す
る
事
業
の
う
ち
、
一
般
会
計
当
初
予
算
の
主

要
施
策
な
ど
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

平
成
28
年
度 

当
初
予
算
の
概
要

一般会計歳出（性質別）　147 億 2,000 万円

◎
用
語
解
説

地
方
交
付
税
▼
国
税
（
所
得
税
・
法
人
税
・

消
費
税
な
ど
）
の
一
部
か
ら
町
の
財
政
状

況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金
。

国
・
県
支
出
金
▼
町
特
定
の
目
的
の
た
め

に
、
国
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

町
債
▼
公
共
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
、

国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
る
お
金
。

地
方
譲
与
税
▼
国
が
徴
収
し
た
特
定
の
税

目
の
税
収
な
ど
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
。

自
主
財
源
▼
町
税
、
分
担
金
、
使
用
料
な

ど
、
町
が
自
前
で
調
達
で
き
る
財
源
。

依
存
財
源
▼
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財

源
。

人
件
費
▼
職
員
の
給
料
、
議
員
の
報
酬
な

ど
。

扶
助
費
▼
法
に
基
づ
き
生
活
維
持
す
る
た

め
に
支
給
す
る
費
用
。

公
債
費
▼
借
入
金
の
返
済
に
充
て
る
経
費
。

普
通
建
設
事
業
費
▼
道
路
な
ど
の
社
会
資

本
を
整
備
す
る
経
費
。

物
件
費
▼
賃
金
、
委
託
料
、
使
用
料
な
ど

の
経
費
。

維
持
補
修
費
▼
施
設
、
道
路
な
ど
の
維
持

補
修
に
係
る
経
費
。

補
助
費
▼
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
。

繰
出
金
▼
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
ま
た

は
特
別
会
計
相
互
間
に
お
い
て
支
出
さ
れ

る
経
費
。

平
成
28
年
度
当
初
予
算
が
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①人件費 28 億 1,171 万 6 千円 ②扶助費 16 億 6,405 万 1 千円
③公債費 22 億 3,103 万 6 千円 ④普通建設事業費 8 億 7,338 万 2 千円
⑤災害復旧費 630 万 2 千円 ⑥物件費 17 億 8,213 万 9 千円
⑦維持補修費 1 億 6,162 万円 ⑧補助費等 27 億 5,345 万 5 千円
⑨繰出金 19 億 9,592 万 8 千円 ⑩その他 4 億 4,037 万 1 千円

当
初
予
算

り
対
策
・
社
会
資
本
整
備
対
策
・
国
土

調
査
推
進
対
策

　
地
域
づ
く
り
振
興
対
策
で
は
、
集
落

支
援
員
・
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
・
地

域
お
こ
し
協
力
隊
配
置
で
１
６
３
６
万

円
。
地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業
で

１
０
５
０
万
円
な
ど
。

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
対
策
で

は
、
高
規
格
救
急
自
動
車
・
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
整
備
事
業
で
８
３
３
０
万
円
。

　

社
会
資
本
整
備
対
策
で
は
、
町
道

整
備
事
業
で
３
億
１
９
０
０
万
円
、

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
で

１
億
３
０
６
１
万
円
、
国
土
調
査
事
業

で
９
８
８
４
万
円
な
ど
。

〈
編
成
の
基
本
方
針
〉

◎
「
開
か
れ
た
行
政
と
民
間
経
営
手
法
の
導
入
」

◎
「
地
域
の
特
性
を
生
か
す
支
所
を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

◎
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
３
つ
の
改
革
の
実
現
に
向
け
て
、
６
つ
の
施
策
テ
ー
マ
ご
と
に
掲
げ
た
主
要
施
策

を
着
実
か
つ
強
力
に
進
め
て
い
く
た
め
、
重
点
施
策
に
積
極
的
に
予
算
配
分
を
行
い
ま

し
た
。

義務的経費 45.6％ 投資的経費
5.9％ その他 48.5％

① ② ③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

⑩
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特別会計　 78 億 650 万円
国民健康保険特別会計 24 億 1,000 万円 電気事業特別会計 4,300 万円
下水道事業特別会計 7 億円 芸北財産区特別会計 50 万円
農業集落排水事業特別会計 3 億 6,400 万円 診療所特別会計 1 億 9,000 万円
介護保険特別会計 28 億円 情報基盤整備事業特別会計 5 億 8,100 万円
簡易水道事業特別会計 4 億 1,800 万円 後期高齢者医療特別会計 3 億円

①町税 26 億 9,035 万 4 千円 ②分担金及び負担金 1 億 1,207 万 7 千円
③使用料及び手数料 1 億 7,664 万 3 千円 ④繰入金 9 億 5,086 万 3 千円
⑤その他の収入 2 億 5,363 万円 ⑥地方譲与税 2 億 2,246 万 7 千円
⑦地方交付税 62 億 2,228 万 8 千円 ⑧国庫支出金 9 億 8,467 万 5 千円
⑨県支出金 13 億 3,466 万 8 千円 ⑩町債 12 億 6,650 万円
⑪その他の交付金 5 億 583 万 5 千円

一般会計歳入　147 億 2,000 万円

④
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
に
優
し
い
ま

　
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
４
億
９
２
２
１
万
円

・
健
康
増
進
対
策
・
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
対
策
・
認
知
症
対
策
・
医
療

供
給
体
制
確
保
対
策・生
活
支
援
対
策・

生
活
交
通
確
保
対
策

　
健
康
増
進
対
策
で
は
、
元
気
づ
く
り

推
進
事
業
で
、
３
４
７
２
万
円
。
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
対
策
で
は
、
総

合
事
業
等
で
１
億
１
０
９
２
万
円
。

　
生
活
交
通
確
保
対
策
で
は
、
代
替
バ

ス
運
行
の
生
活
交
通
運
行
費
等
補
助
金

ほ
か
で
２
億
４
９
３
８
万
円
。　

③
産
業
・
経
済
の
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
８
億
９
５
２
６
万
円

・
農
林
業
振
興
対
策
・
商
工
業
振
興
対

策
・
企
業
誘
致
促
進
対
策

　

農
林
業
振
興
対
策
で
は
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
で

３
億
５
３
８
５
万
円
、
多
面
的
機
能
支

払
事
業
で
１
億
１
０
６
３
万
円
な
ど
。

　
企
業
誘
致
促
進
対
策
で
は
、
奨
励
金

と
し
て
、
２
億
４
６
３
０
万
円
。

⑤�

若
者
・
子
育
て
世
代
に
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
1
億
２
３
４
７
万
円

・
若
者
・
子
育
て
世
代
魅
力
づ
く
り
対

策
・
空
き
家
対
策
・
学
校
教
育
対
策

　
若
者
・
子
育
て
世
代
魅
力
づ
く
り
対

策
で
は
、
高
校
生
ま
で
の
入
通
院
医
療

費
負
担
軽
減
の
拡
充
で
２
５
８
６
万

円
、
新
規
定
住
者
住
宅
建
築
補
助
金
で

１
８
０
０
万
円
な
ど
。

　

学
校
教
育
対
策
で
は
、
八
重
小
学

校
・
体
育
館
ト
イ
レ
改
修
事
業
で
、

２
２
０
３
万
円
な
ど
。　
　
　

⑥
郷
土
芸
能
・
文
化
財
・
自
然
な
ど
を

　
生
か
し
た
観
光
の
戦
略
化

　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
９
１
１
万
円

・
観
光
振
興
対
策
・
伝
統
文
化
保
存
対

策
・
芸
術
文
化
振
興
対
策　

　
観
光
振
興
対
策
で
は
、
い
な
か
体
験

サ
ポ
ー
ト
事
業
・
農
山
村
体
験
推
進
事

業
補
助
金
で
１
９
１
２
万
円
な
ど
。

　
伝
統
文
化
保
存
対
策
で
は
、
樽
床
民

家
保
存
修
理
工
事
で
３
０
２
８
万
円
な

ど
。

企業会計　 5 億 4,397 万円（収益的支出）
水道事業 1 億 5,196 万円
病院事業 3 億 9,201 万円

①

② ③

④

⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑪⑩

自主財源 28.4％ 依存財源 71.6％
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◎
本
庁 

IP
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

２
１
１
１
（
代
）

町
長

箕
野 

博
司

副
町
長

空
田 

賢
治

危
機
管
理
監

五
反
田 

孝

和
泉 

正
明
・
伊
藤 

新

総
務
課

課
長 

古
川 

達
也

課
長
補
佐

　
　

 

奥
田 

淳
治

総
務
係

係
長 

植
田 

優
香
島
田 

英
樹
・
田
中 

貴
子
・
大
膳 

冬
希
・
原
田 

雄
二
・

仲
野 

亜
希

行
政
管
理
係

 （
課
長
補
佐
兼
務
） 

原
田 

靖
久
・
坪
内 

聡
子
・
石
井 

佳
奈
・
垣
谷 

英
一

情
報
電
算
係

係
長 

川
手 

秀
則
池
田 

直
哉
・
高
田 

幸
治
・
道
川 

和
樹
・
佐
伯 

雄
太
・

藤
井 

明
美

派
遣
（
広
島
県
町
村
会
）

齋
藤 

栄
一

財
政
課

課
長 

信
上 

英
昭

指
導
検
査
監

　
　

 

土
井 
亮
三
財
政
係

係
長 

植
田 

伸
二
国
吉 

孝
治
・
溝
上 

正
義
・
久
次 

恭
子
・
田
中 

徹 

管
財
契
約
係

係
長 

大
畑 

紹
子
齋
藤 

兼
治
・
岡
﨑 

創

企
画
課

課
長 

畑
田 

正
法

地
域
振
興
係

係
長 

近
藤 

貞
治
中
祖 

和
史
・
吉
岡 

秀
樹
・
豊
田 

紘
志
・
岡
田 

真
菜

室
長 

矢
部 

芳
彦
政
策
立
案
室

芥
川 

か
な
え
・
竹
下 

靖
彦

税
務
課

課
長 

西
村 

豊

課
長
補
佐

 　
　
上
田 

俊
則
所
得
係

係
長 

真
倉 

仁
司
竹
本 

美
恵
・
大
内 

哲
治
・
清
水 

玲
香
・
藤
澤 

健
次

資
産
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 

田
村 

智
行
・
国
吉 

朋
美
・
越
岡 

真
喜
子
・
亀
田 

祥
吾

徴
収
対
策
係

係
長 

五
反
田 

篤
頼
政 

孝
治
・
清
水 

鉄
也
・
熊
本 

翔
平

町
民
課

課
長 

坂
本 

伸
次

住
民
係

係
長 

槇
原
ナ
ギ
サ
小
川 

友
里
江
・
向
井 

陽
介

国
保
年
金
係

係
長 

迫
井 

一
深
堀
亀 

志
津
江
・
小
林 

大
地

環
境
管
理
係 
係
長 
寺
川 

浩
郎
福
田 

透
江
・
國
芳 

顕
・
蔵
升 

美
菜

所
長 

藤
吉 

数
磨
人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

土
井 

孝
行

 
平
成
28
年
度
行
政
組
織
新
体
制

　
④
農
林
課

　
　
「
新
規
就
農
推
進
室
」

　
　
　
　
　

  

→
「
新
規
就
農
推
進
係
」

　
⑤
生
涯
学
習
課

　
　
「
文
化
振
興
室
」→「
文
化
振
興
係
」

　
　

　
組
織
の
透
明
化
と
職
制
の
明
確
化
を

図
る
た
め
に
、室
を
係
に
改
称
し
ま
す
。

　
①
税
務
課　

　
　
「
徴
収
対
策
室
」→「
徴
収
対
策
係
」

　
②
町
民
課　

　
　
「
環
境
管
理
室
」→「
環
境
管
理
係
」

　
③
福
祉
課

　
　
「
子
育
て
支
援
室
」

　
　
　
　
　
　
→
「
子
育
て
支
援
係
」

　
ふ
る
さ
と
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
展

開
す
る
た
め
、
組
織
強
化
を
行
い
、
推

進
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
課　

   「
生
涯
学
習
係
」　　

　
→「
ふ
る
さ
と
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係
」

　

　
都
市
計
画
係
は
、
都
市
計
画
決
定
の

変
更
・
空
き
家
対
策
な
ど
、
管
理
係
で

は
用
地
買
収
・
物
件
補
償
・
町
道
敷
の

登
記
事
務
な
ど
を
所
管
す
る
こ
と
で
、

業
務
に
対
す
る
担
当
係
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で

き
る
効
率
的
な
組
織・体
制
と
し
ま
す
。

　
建
設
課　

　
「
都
市
管
理
係
」
→
「
都
市
計
画
係
」

　
　
　
　
　
　
　

 

→
「
管
理
係
」

　
組
織
の
名
称
変
更

　
組
織
の
強
化
・
充
実

　
係
の
新
設
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福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

課
長
兼
所
長 

　
　
清
見 

宣
正   

課
長
補
佐

 　
　

 

佐
々
木
新
十

課
長
補
佐

 　
　

 

細
川 

敏
樹  

地
域
福
祉
係

 

係
長   

芥
川 

智
成
開
本 

美
由
紀
・
沖
野 

義
史　

 

生
活
福
祉
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）

専
門
員 

中
川 

和
美
下
杉 

昌
樹
・
大
野 

裕
紀

子
育
て
支
援
係 

（
課
長
補
佐
兼
務
）
森
川 

恭
子
・
伊
藤 

正
・
宮
内 

有
香
・
前
迫 

航
平

芸
北
つ
く
し
保
育
園

園
長 

上
田 

澄
子
佐
々
見 

博
子
・
川
本 

喜
美
代

所
長 

上
田 

早
苗

新
庄
保
育
所

佐
伯 

幸
恵
・
上
田 

和
永
・
吉
岡 

晶
子

所
長 

奥
迫 

由
美

本
地
保
育
所

安
本 

美
和
・
住
吉 

美
寿
津
・
鳳
山 

直
美
・
大
上 

理
恵

所
長 

住
田 

千
代
花

南
方
保
育
所

片
桐 

裕
子
・
田
辺 

由
美
・
小
笠
原 

麻
美

所
長 

石
川 

瑞
枝

川
戸
保
育
所

水
越 

季
美
子
・
津
賀
山 

有
紀

保
健
課

課
長 

福
田 

さ
ち
え　
　

健
康
増
進
係

 

係
長 

頼
政 

ミ
ノ
リ
田
中 

淳
之
・
小
田 

千
里
・
佐
々
木 

理
沙
・
増
田 

斉
・

小
山 

奈
那
子

介
護
保
険
係

 

係
長 

細
居 

治 

和
泉 

智
子
・
道
川 

智
治

地
域
介
護
係

係
長 

門
出 

暁
子

宮
本 

真
里
・
迫
田 

智
恵
子
・
竹
舛 

弥
生
・
水
野 

雅
美
・

多
田 

誠
子
（
再
任
）

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

次
長 
萬
田 
晃
成

奥
田 

百
合
絵
・
佐
田 

り
つ
こ

豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー　

次
長 

友
広 

慎
治 

雄
鹿
原
診
療
所

所
長 

東
條 

環
樹

原
田 

典
子
・
宮
本 

す
ま
子
・
西
田 

智
絵
・
酒
井 

裕
子
・

薮
谷 

真
由
美
・
近
藤 

玉
江
・
岡
本 

正
恵

八
幡
診
療
所

所
長 

亀
山　
和
也

中
村 

裕
子

芸
北
歯
科
診
療
所
所
長 

木
村 

菜
穂
子

保
手
濱 

史
代

農
林
課

課
長 

藤
浦 

直
人

                                           
課
長
補
佐　

　
　

 

宮
地 

弥
樹

課
長
補
佐

　
　

 

滝
野 

修

 

農
業
振
興
係

 

係
長 

小
椿 

治
之
折
本 

恵
美
子
・
高
野 

さ
や
か
・
山
田 

歩
・
藤
堂 

崇

新
規
就
農
推
進
係
（
課
長
補
佐
兼
務
）
小
椿 

美
紀

農
地
調
整
係

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）（
課
長
補
佐
兼
務
）
大
内 

由
美
子
・
池
田 

真
未

林
業
振
興
係

係
長 

山
本 

哲

越
間 

裕
貴
・
山
岡 

裕
磨

商
工
観
光
課

課
長 

隅
田 

好
則 

課
長
補
佐　

　
　

 
沼
田 
真
路
商
工
振
興
係

係
長 

高
下 

雅
史
服
部 

昌
英

観
光
振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
大
成 

純
一
郎
・
西
岡 

直
美
・
小
川 

康
貴
・
伊
藤 

絵
梨

建
設
課

課
長 

砂
田 

寿
紀

課
長
補
佐

　
　

  

堂
原 

千
春

管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
佃 

千
賀
子
・
高
木 

智
典

都
市
計
画
係

係
長 

出
廣 

美
穂
田
辺 

康
行

土
木
係

係
長 

藤
井 

尚
志
山
本 

剛
志
・
藤
田 

一
秀
・
木
村 

隆
之
・
清
水 

幸
展

農
林
土
木
係

係
長 

門
出 

泰
典
田
津 

正
敏
・
岡
崎 

真
也

国
土
調
査
事
務
所

所
長 

林 

秀
治

所
長
補
佐

　
　
　
中
川 

俊
彦

 

石
川 

尚
・
片
岡 

英
昭
・
平
田 

俊
文

上
下
水
道
課

課
長 

浅
黄 

隆
文

課
長
補
佐

　
　
　
中
川 

克
也
管
理
係

係
長 

細
居 

操

大
塚 

和
典
・
藤
澤 

久
美
子
・
徳
永 

大
志

工
務
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
是
角 

健
二
・
石
川
一
義
・
益
田 

祐
輔
・
輪
田 

孔
俊
（
再
任
）

会
計
室

会
計
管
理
者
（
兼
会
計
室
長
） 

畑
田 

朱
美 

梅
本 

孝
宏
・
國
田 

千
鶴
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◎
議
会

議
会
事
務
局

事
務
局
長 

松
浦 

誠

田
辺 

五
月
・
佐
伯 

孝
之
（
再
任
）

◎
教
育
委
員
会

教
育
長

池
田 

庄
策

学
校
教
育
課

課
長 

石
坪 

隆
雄

課
長
補
佐
河
野 

通
之
学
校
総
務
係

係
長 

渡
邉 

雪
美
榎 

正
治
・
大
本 

賢
一
郎
・
三
宅 

正
登
（
再
任
）

学
校
指
導
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
柳
川 

崇
興
・
大
畑 

直
也

生
涯
学
習
課

課
長 

佐
々
木 

直
彦 

ふ
る
さ
と
夢
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
係

係
長 

三
宅 

克
江
井
口 

瑞
穂
・
沖
中 

満
春
・
反
田 

賢
太
郎
・
落
合 

か
る
な

文
化
振
興
係

主
任
研
究
員 

      

沢
元 

史
代
大
下 

裕
史
・
白
川 

勝
信
・
新
中 

達
也

千
代
田
中
央
公
民
館
専
門
員 

辰
川 

勝
則

北
広
島
町
図
書
館
専
門
員 

池
田 

慶
子

◎
芸
北
支
所　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 
２
１
１
０
（
代
）

支
所
長

成
瀬 
哲
彦

次
長

落
合 

幸
治

次
長
補
佐

　
　
足
利 

英
彰

次
長
補
佐

　
　
益
田 

智
幸

地
域
振
興
係

係
長 

橋
坂 

知
佐
山
本 

一
久
・
沖
田 

浩
二
・
洲
浜 

瑞
恵
・
浅
香 

潤
観
・

小
山 

渓
太

建
設
管
理
係

（
次
長
補
佐
兼
務
）
佐
々
木 

靖
・
松
若 

孝
亮
・
中
野 

真
弘
（
休
職
）

産
業
振
興
係

（
次
長
補
佐
兼
務
）
淀
渕 

朱
美
・
村
竹 

明
治
・
田
中 

大
作

◎
大
朝
支
所　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

２
２
１
１
（
代
）

支
所
長

清
水 

繁
昭

次
長

松
田 

順
正

次
長
補
佐

　
　
槙
野 

一
也

次
長
補
佐

　
　
竹
下 

秀
樹

地
域
振
興
係

 （
次
長
補
佐
兼
務
）
槇
本 

妙
子
・
上
田 

久
美
子
・
藤
田 

美
香
・
新
増 

栄
史
・

瀧
野 

友
裕

建
設
管
理
係

（
次
長
補
佐
兼
務
） 

後
藤 

洋
治
・
齋
藤 

幸
司
（
再
任
）

産
業
振
興
係

係
長 

洲
浜 

正
文
新
谷 

明
彦
・
行
井 

秀
二

◎
豊
平
支
所　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
１
２
２
（
代
）

支
所
長

多
川 

信
之

次
長

酒
井 

忠
典

次
長
補
佐

　
　
岩
見 
学　

次
長
補
佐

　
　
森 

孝
行

地
域
振
興
係

係
長 

熊
谷 

忠
明
亀
宝 

真
・
山
縣 

宏
爾
・
笠
道 

百
合
子
・
三
上 

瑠
衣
・

加
藤 

祥
子

建
設
管
理
係

（
次
長
補
佐
兼
務
）
迫
田 

弘
志
・
池
松 

徹

産
業
振
興
係

（
次
長
補
佐
兼
務
）
河
野 

勝
暁
・
表
崎 

崇
樹
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◎
豊
平
病
院
（
医
療
法
人
齊
和
會　
派
遣
）　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
１
５
５　
☎
０
８
２
６ - 

８
４ - 

１
１
５
５

院
長

高
山 

孝
弘

副
院
長

診
療
部

（
院
長
兼
務
）

診
療
支
援
部

（
院
長
兼
務
）

放
射
線
科

芳
田 

英
俊

薬
剤
科

吉
永 

綾
一

臨
床
検
査
科

川
手 

砂
和
子

理
学
療
法
科

平 

健
蔵
・
藤
山
一
宏
・
佐
々
木 

裕
江

看
護
部

部
長 

国
原 

裕
二

病
棟
看
護
科

サ
ブ 

瀧
下 

満

山
本 

明
子
・
花
岡 

み
ち
子
・
石
部 

恵
美
子
・
村
上 

深
雪
・

松
田 

慶
子
・
丸
本 

江
里
子
・
矢
舖
田 

妙
子
・

松
本 

美
沙
子
・
小
濱 

賀
奈
与
・
紙
谷 

弥
生
・
小
蔦 

和
子

外
来
看
護
科

サ
ブ 

白
砂 

道
子
横
田 

妙
子
・
井
上 

幸
子
・
久
野 

と
も
え

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

雪
田 

和
也
・
立
川 

敬
子

事
務
部

部
長 
佐
々
木 

靖
志

総
務
係

係
長 

藤
川 

弘
治

専
門
員 

竹
下 

直
紀

事
務
部
長
補
佐

　
　
藤
井 

泰
子

医
事
情
報
係

（
部
長
補
佐
兼
務
）

◎
北
広
島
町
消
防
本
部　
☎
０
５
０-

５
８
１
２-
１
１
１
９

消
防
長

田
辺 

弘
司

総
務
課

課
長 

石
井 

雅
宏

課
長
補
佐

　
　
日
田 

靖
成
総
務
係

係
長 

友
田 

秀
治
東 

正
治
・
大
本 

恵
里

栁
澤 

直
人
・
井
関 

秀
哉
・
富
岡 

進
也
・
平
河 

英
樹
・

栗
栖 

裕
哉
・
宮
本 

泰
徳

消
防
課

課
長 

大
坪 

司

　
　

予
防
係

係
長 

野
上 

正
宏
有
田 

俊
一
・
中
尾 

正
人
・
田
上 

敬
明
・
須
々
木 

優
司

警
防
係

係
長 

笠
道 

宏
和
藤
井 

文
典
・
大
下 

正
利

救
急
係

係
長 

加
藤 

孝
士
箕
牧 

功
治
・
越
智 

義
宏
・
曽
我
部 

誠
司

通
信
指
令
係

（
課
長
兼
務
）

吉
田 

伸
也 

・
梅
木 

偉
久
・
中
村 

英
信
・
植
木 

亨

◎
北
広
島
町
消
防
署

署
長

石
井 

雅
宏

副
署
長

野
上 

正
宏

本
署

隊
司
令 

日
田 

靖
成

第
１
隊

隊
長 

友
田 

秀
治
吉
田 

伸
也
・
藤
井 

文
典
・
梅
木 

偉
久
・
大
下 

正
利
・

越
智 

義
宏
・
曽
我
部 

誠
司
・
栗
栖 

翼
・
須
々
木 

優
司
・

松
本 

和
也

隊
司
令 

加
藤 

孝
士

第
２
隊

隊
長 

笠
道 

宏
和
箕
牧 

功
治
・
東 

正
治
・
植
木 

亨
・
中
村 

英
信
・

渡
草 

孝
夫
・
別
府 

泰
明
・
中
村 

兼
悟
・
田
上 

敬
明
・

山
岡 

健
吾

芸
北
出
張
所

所
長 

福
田 

雄
宏　

副
所
長

　
　
牧
原 

早
人

第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

沖 

保
夫
・
山
脇 

和
雄
・
乙
田 

武

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）
今
本 

秀
智
・
前
﨑 

貴
正
・
中
田 

貴
大

大
朝
出
張
所

所
長 

宗
下 

雅
弘

副
所
長

　
　
齋
藤 

幸
男

第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

瀧
川 

利
夫
・
下
西 

幸
典
・
下
田 

宏
大

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）
渡
辺 

肇
・
西
田 

聖
仁
・
梶
川 

善
樹

豊
平
出
張
所

所
長 

松
本 

浩
二

副
所
長

　
　
立
川 

貢

第
１
隊

（
副
所
長
兼
務
）
山
田 

徹
・
花
木 

敏
彦
・
三
宅 

晃
貴

第
２
隊

（
所
長
兼
務
）

隅
田 

雅
之
・
山
下 

稔
・
沖 

直
和
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退
職
（
３
月
31
日
付
）

山
根 

秀
紀
（
企
画
課
長
）

輪
田 

孔
俊
（
町
民
課
長
）

多
田 

誠
子
（
保
健
課
長
）

石
川 

斎    （
国
土
調
査
事
務
所
長
）

三
宅 

正
登
（
会
計
管
理
者
（
会
計
室
長
））

佐
伯 

孝
之
（
議
会
事
務
局
長
）

齋
藤 

幸
司
（
大
朝
支
所
長
）

六
郷 

寛     （
町
民
課 

北
広
島
町
人
権
・

　
　
生
活
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

田
中 

正
基
（
農
林
課
長
補
佐
）

田
邊 

正
康
（
生
涯
学
習
課 

文
化
振
興
室
長
）

美
濃 
恭
子
（
福
祉
課 

地
域
福
祉
係
）

道
沖 
年
弘
（
芸
北
支
所 

建
設
管
理
係
）

皆
田 

潔　

  （
企
画
課 

地
域
振
興
係
）

森
近 

泰
典
（
学
校
教
育
課 

学
校
指
導
係
）

〈
消
防
〉

土
井 

隆    （
消
防
署 
大
朝
出
張
所
長
）

引
地 

博
文
（
消
防
署 

芸
北
出
張
所
長
）

立
川 

学    （
消
防
署 

豊
平
出
張
所
長
）

芳
邦 

光
也
（
消
防
署 

芸
北
出
張
所
）

今
知 

克
典（
消
防
本
部 

消
防
課
通
信
指
令
係
長
）

岡
本 

和
馬（
消
防
本
部 

消
防
課
通
信
指
令
係
）

〈
医
療
職
〉

岩
見 

兼
子
（
豊
平
病
院 

看
護
部
長
）

岡 

弘
子     （
豊
平
病
院
看
護
部
）

山
縣 

み
ど
り
（
豊
平
病
院 

看
護
部
）

中
野 

照
子
（
豊
平
病
院 

看
護
部
）

桃
谷 

宏
光
（
豊
平
病
院 

看
護
部
）

今
井 

加
奈
子 （
豊
平
病
院 

看
護
部
）

　
こ
の
た
び
、
次
の
職
員
が
退
職
と

な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
採
用
さ
れ
た
職
員

を
紹
介
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
規

採
用
職
員
　氏名
◆所属課名
好きな言葉

人
事
異
動

栁澤 直人
◆消防本部

感謝

新中 達也
◆生涯学習課

一期一会

増田 斉
◆保健課

自分らしく

岡﨑 創
◆財政課
不言実行

井関 秀哉
◆消防本部

一念天に通ず

宮本 泰徳
◆消防本部
自厳他寛

平河 英樹
◆消防本部

夢見ることができれば、
それは実現できる。

（ウォルト・ディズニー）

富岡 進也
◆消防本部

鍛錬千日、勝負一瞬

栗栖 裕哉
◆消防本部

今日あることに感謝

亀田 祥吾
◆税務課

失敗を恐れない

岡田 真菜
◆企画課

ありがとう

徳永 大志
◆上下水道課

まだ足りないかも
しれないと考える

落合 かるな
◆生涯学習課

挑戦

伊藤 絵梨
◆商工観光課

子ども叱るな来た道だ、
年寄り嫌うな行く道だ
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　北広島町豊平病院は、４月１日（金）
から医療法人齊

せ い わ か い

和會に運営をお願いし、
町と一体となって豊平地域の医療を守っ
ていきます。地域の皆さんに安心とやす
らぎを与える病院となるよう最大限の努
力を行って参ります。
　これからは、天野幹三理事長のもと、
職員と一緒に病院運営を行っていきます
ので、引き続きより一層のご支援を賜り
ますようお願いいたします。

　　　
             北広島町長　　箕野 博司

平成28年４月から
　　北広島町豊平病院は
指定管理（公設民営）に代わりました

指定管理者の紹介
●指定管理者
　医療法人　齊

せ い わ か い
和會　(廣

ひろしま
島クリニック)　理事長　天野 幹三

●指定期間
　平成28年４月１日から平成31年３月31日まで(３年間)

●経営方針・運営方針
　⇒基本理念を「優しさと充実した医療」とし、高齢化の進む中山間地域において可能な限り
の医療を提供し、住民が希望する病床継続につなげる。
　⇒医療と介護との連携など地域包括ケアについての取り組みも視野に入れた地域医療を展　
　開していく。
　⇒これまで提供されていた医療サービスを踏襲しつつ、新たに整形外科（手術含む）、漢　
　方内科を開設し、経営の改善を図っていく。

外来診療は、次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　診療科　※新たに、漢方内科、整形外科を診療します。

問 北広島町豊平病院　   IP ☎０５０－５８１２－１１５５
　　　　　　　　または　   ☎０８２６－８４－１１５５

月 火 水 木 金 土 日

内科・漢方内科
外科(リハビリ
テーション科)

内科・
外科(リハビリ
テーション科)

内科・整形外科
外科(リハビリ
テーション科)

内科・整形外科
外科(リハビリ
テーション科)

内科・整形外科
外科(リハビリ
テーション科)

休診 休診

　当医療法人は、広島市の
西区と中区にて整形外科、
内科、リウマチ科、リハビ
リテーション科、漢方内科
を主として医療を行ってい
ます。縁あって、北広島町
豊平病院を任せて頂くことになりました。「優
しさと充実した医療」という理念のもと、地域
の方々から愛される病院を目指し、職員一同努
めて参りますので、当院に対するご支援・ご協
力をお願い申し上げます。　
　
　医療法人　齊和會　理事長　天

あま の
野  幹

かんぞう
三
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　北広島町では、特定不妊治療を受けられているご夫婦に対して、特定不
妊治療にかかる費用を平成28年4月から全額助成します。
※�全額助成の対象となる方は、平成28年4月1日以降に県へ申請し、承認

決定された方です。
１助成を受けることができる人
　・夫婦ともに北広島町内に住所のある方(県への申請時から)
　　※ただし、居住実態のない方は除きます。
　・広島県の不妊治療支援事業において、不妊治療費助成の承認決定をされた方
　・町民税などを滞納していない世帯
２助成の内容
　特定不妊治療に要した費用から、広島県の不妊治療費助成額を除いた費用の全額を助成します。
　※助成期間及び助成回数などは、広島県の不妊治療支援事業と同じです。
３申請の方法
(1)�北広島町の不妊治療費助成を受けるには、広島県の不妊治療費助成が決定していなければな

りません。
(2)�広島県の不妊治療費助成が決定した日から起算して１か月以内に、助成申請書を提出してく

ださい。
申請・問保健課 健康増進係　 ＩＰ☎０５０－５８１２－１８５３ 

平成 28 年 4 月から全額助成します
北広島町不妊治療費助成事業

　
　～障がいを知り、共に生きる　　　　～　

　　障害者手帳制度

問福祉課 地域福祉係  IP☎０５０－５８１２－１８５１

　障がいのある人が、いろいろな援助を受けるために障害者手帳の交付制度があります。
　手帳が交付されることにより、障がい福祉サービスなどの提供を受けることができるように
なります。
　申請の手続きなど、障害者手帳に関することは福祉課へお問い合わせください。

障害者手帳の種類 内　容

　　身体障害者手帳

　身体障害者福祉法に定める障害程度に該当すると認められた人に交付
されます。
　障害程度の重度の人から順に１級～６級に区分され、さらに障がいの
種類に応じて、視覚、聴覚、音声言語、肢体不自由、内部障害などに分
けられています。

　　療育手帳

　知的機能の障がいが発達期（おおむね18歳まで）にあらわれ、日常生活
に支障が生じているため、何らかの特別の支援を必要とする状態にあり
知的障害と認められた人（年齢制限はなし）に交付されます。
　障がいの程度によって、Ⓐ（最重度）、A（重度）、Ⓑ（中度）、B（軽度）
の手帳が交付されます。

　　精神障害者保健福祉
　　手帳

　精神疾患を有する人のうち、精神障がいのため長期間にわたり日常生
活又は社会生活への制約がある人に交付されます。
　統合失調症、気分（感情）障害、てんかん、器質性精神障害（認知症、
高次脳機能障害など）、発達障害、その他の精神疾患の全てが対象です。
知的障害（精神遅滞）は含まれません。
　障害の程度によって、1 級から 3 級までの手帳が交付されます。
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教職員の定期人事異動（北広島町教育委員会）
　平成 28 年度の北広島町内小中学校・共同調理場などの定期人事異動がありました。校長を中心
として町民の皆さんに信頼される学校づくりに努め、「健やかな体」「豊かな心」「確かな学力」「信
頼される学校」をめざして、教育活動を展開していきます。
■小学校
地域 学校名 校長　(　) は前任校 教頭　(　) は前任校
芸
北 芸北小学校 板倉 寿恵美 佐々木 良子

大
朝

大朝小学校 山根 昌美 （安芸高田市立川根小） 垰田 勝司
新庄小学校 宮本 早苗 折口 一彦

千
代
田

川迫小学校 沖田 依子 多川 牧子
八重小学校 神川 義紀 上本 美代子

八重東小学校 栗栖 千賀子 沖田 敬治 （本地小）
壬生小学校 松島 尚志 國本 美幸
本地小学校 河野 博昌 山城 美和 （東広島市立久芳小）

豊
平 豊平小学校 佐々木 昭典 大下 朋子

■中学校
地域 学校名 校長　( ) は前任校 教頭　( ) は前任校
芸北 芸北中学校 山田 正彦 （豊平中） 仲野 泰二
大朝 大朝中学校 鎌田 義昭 （芸北中） 佐々木 悟 （千代田中）
千代田 千代田中学校 藤田 典生 森近 泰典 （北広島町教育委員会）
豊平 豊平中学校 久川 伸介 （大朝中） 多田 治
＊芸北中学校長は、芸北学校給食センター長を、大朝小学校長は、大朝学校給食共同調理場長を、
　豊平中学校長は、豊平学校給食センター長を兼務

 

　生ごみの70％は水分です。生ごみを出す時、「ぎゅっ」とひとしぼりして水分をよく切って、
家庭のごみの減量にご協力ください。

生ごみのひとしぼり運動！！ ～ごみの減量化にご協力ください～

　現在、ごみ処理には多くの費用が発生しています。生ごみは毎日各家庭で排出されています。
皆さんの協力によりごみが減れば、ごみ処理に係る費用やエネルギーの削減を図ることができ
ます。限りある資源を守るため、ごみを減らし、環境を大切にしたまちと暮らしの実現を目指
しましょう。
　問町民課 環境管理係  IP ☎０５０－５８１２－１８５４　

ひとしぼりをすると・・・
・水分が減ることで腐敗・悪臭が軽減されます！
・軽くなることで、ごみ出しが楽になります！

手で絞る他に、市販されている水切り
器具や、台所にあるビンやボウルを上
から押し付けて絞る方法もあります。
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　区　分 税率（年額）

　原動機付自転車

　50㏄以下 ２, ０００円

　50㏄超 90㏄以下 ２, ０００円

　90㏄超 125㏄以下 ２, ４００円

　ミニカーなど（50㏄以下） ３, ７００円

　二輪の軽自動車（125㏄超 250㏄以下） ３, ６００円

　二輪の小型自動車（250㏄超） ６, ０００円

　小型特殊自動車
　農耕作業用 ２, ０００円

　その他（ﾌｫｰｸﾘﾌﾄなど） ５, ８００円

　雪上車（総排気量が 660㏄以下のもの） ３, ６００円

平成 28 年度 軽自動車税の納付について
●平成28年５月２日（月）に、今年度の軽自動車税の通知が発送されます。
　税制改正により、昨年度とは税額が変わっている車両があります。
　下記税額表を参考に、ご確認ください。

　平成27年４月１日以後に新規登録した車両は新税率が適用されます。
　平成27年３月31日までに新規登録した車両（初めて車両番号の指定を受けた車両）は、登録
後13年経過するまで、現行税率のままです。
　初度検査年月から13年を経過した車両（電気軽自動車などを除く）は、経年重課の税率が適
用されます。（今年度においては平成14年12月以前に登録された車両が対象です）
　※お持ちの車両の登録年数については、お持ちの車検証の「初度検査年月」にてご確認くだ
　さい。

　税率（年額）
初度検査年月 平成27年 3月以前 平成 27年 4月以降 平成 14年以前

四輪

乗用
自家用 ７, ２００円 １０, ８００円 １２, ９００円

営業用 ５, ５００円 ６, ９００円 ８, ２００円

貨物
自家用 ４, ０００円 ５, ０００円 ６, ０００円

営業用 ３, ０００円 ３, ８００円 ４, ５００円

三輪 ３, １００円 ３, ９００円 ４, ６００円

原付、二輪自動車、小型特殊など

　※新車登録時期を問わず税率改正の対象となりますので、今年度から全車両において下記
　税率表の税額となります。

三輪、四輪の軽自動車
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　平成27年度に新規取得した一定の環境性能を有する軽四輪などについて、その燃費性能に
応じたグリーン化特例（軽課）が導入されます。（平成28年度課税分のみに適用されます。）

グリーン化特例

軽自動車
車種区分

　税率（年額）
（ア） （イ） （ウ）

四輪

乗用
自家用 ２, ７００円 ５, ４００円 ８, １００円

営業用 １, ８００円 ３, ５００円 ５, ２００円

貨物
自家用 １, ３００円 ２, ５００円 ３, ８００円

営業用 １, ０００円 １, ９００円 ２, ９００円

三輪 １, ０００円 ２, ０００円 ３, ０００円

　（ア）　電気自動車・天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10％低減）

　（イ）   乗　  用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ
　　　　　　　　　平成32年度燃費基準＋20％達成車
　　　　 貨 物 用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ
　　　　　　　　　平成27年度燃費基準＋35％達成車

　（ウ）   乗 　 用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ
　　　　　　　　　平成32年度燃費基準達成車
             貨 物 用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ
　　　　　　　　　平成27年度燃費基準＋15％達成車

※(イ)、(ウ)については、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。
※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

【通知書について】

●《納付書の方》平成28年５月31日（火）までに指定の金融機関で納めてください。

　指定金融機関　・広島北部農業協同組合　・広島市農業協同組合　・広島銀行　・もみじ銀行
　　　　　　　　・広島市信用組合　・山陰合同銀行　・中国５県内のゆうちょ銀行・郵便局
　コンビニ　　　・全国の主なコンビニ（詳細は納付書裏面に記載）

　◎コンビニ収納が始まったことにより、今年度から継続検査用の納税証明書が昨年度までより
　小さくなっています。紛失されないようお気をつけください。

●《口座振替の方》平成28年５月31日（火）に振替します。（残高のご確認を！）
　今年度から封書ではなく、ハガキで通知しています。
　継続検査用（車検用）納税証明書は6月中旬に郵送します。
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●平成28年度の減免申請期限は５月24日（火）となります（期限厳守）
　下記必要書類をご持参のうえ、役場税務課又は各支所地域振興係へ申請してください。

１身体障害者などの方に対する減免
　　身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳のいずれかの交付を
　受けている人、あるいはその人と生計を一にする人（もっぱら軽自動車を身体障害者の人の
　輸送を目的として使用する場合）のうち、一定の条件（役場税務課にご確認ください）に該
　当する人
　　普通自動車などで既に減免を受けている場合は該当しません（身体障害者１人につき１台
　のみ）
　☆必要書類（※既に減免の継続申請書を提出された方は改めて申請の必要はありません）
　　①印鑑 ②納税通知書 ③該当する車の車検証 ④運転者の運転免許証 ⑤個人番号(通知)カード
　　⑥身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳のいずれか
２社会福祉事業を行なう方に対する減免　
　　身体障害者等又は老人のために一定の社会福祉事業を行う方が所有して、身体障害者など
　又は老人のためにもっぱら使用する軽自動車
　☆一定の社会福祉事業とは次のような要件があります。くわしくは税務課所得係にご確認く
　ださい
　　①身体障害者療護施設、養護老人ホームなど社会福祉法第2条第2項第1号から第5号に掲
　　　げる第1種社会福祉事業
　　②老人居宅介護等事業、老人デイサービス事業、老人短期入所事業、身体障害者生活訓練
　　　等事業など社会福祉法第2条第3項に掲げるもののうち一定の事業
　　③社会福祉法第109条第1項に掲げる社会福祉協議会事業
　☆必要書類
　　①軽自動車税減免申請書　②法人の定款の写し　③法人登記簿謄本（記載事項証明） 
　　④当該事業の認可証の写し　⑤当該車両の稼動実績表等 
３商品であって使用しない軽自動車の減免
　　軽自動車等販売業者（公安委員会の許可を受けているものに限る）が、平成28年４月１日
　現在において商品として所有し、かつ、展示しているもので販売を目的としている軽自動車
　など
　☆申請には次のような要件がありますので、くわしくは税務課所得係にご確認ください
　　①古物営業法第3条第1項に定める古物営業の許可を受けていること
　　②平成28年４月1日現在において、販売業者が商品として所有し、かつ販売を目的として
　　　店に展示しているもので、車両の所有者・使用者の名義が減免申請業者となっていること
　　③社用車、試乗車、リース車、営業用車、代用車などの事業用のものでないこと
　☆必要書類
　　①軽自動車税減免申請書　②古物商許可証の写し　③車検証等の写し　④古物台帳の写し
　　⑤展示状況の写真（車両番号の写っているもの・1台につき1枚）
　　⑥個人番号（通知）カード（個人事業主の場合）

～軽自動車税の減免制度～
　軽自動車税には次のような減免制度があります。軽自動車をお持ちの方で要件に該当する場
合は、本人の申請により、その年度の軽自動車税の減免を受けることができます。

●平成28年度の申請からマイナンバー（法人は法人番号）が必要となります。
　手続きの際には、マイナンバーカードや通知カードなど、確認できるものをお持ちください。
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問税務課所得係　IP☎０５０－５８１２－１８５２

○よくあるご質問
Q１　車を下取りに出したのに納税通知書が送られてきました。

A１　�軽自動車税は、その年の４月１日現在の車両の所有者に課税されます。まず、４月１日まで
に廃車又は譲渡の届出が適切に行われたか、手続きを依頼された軽自動車販売店などへ確
認してみてください。

納税には便利な口座振替をお勧めします！！
北広島町では、納付忘れも少なく、便利で安心な口座振替による納付を推進しています。
口座振替での納税を希望される方は、北広島町内の次の金融機関窓口でお申し込み下さい。

<口座振替取扱金融機関>
　　広島北部農業協同組合　広島市農業協同組合　広島銀行　もみじ銀行
　　広島市信用組合　山陰合同銀行　ゆうちょ銀行及び郵便局

Q2　町外へ転出したのに北広島町から納税通知書が送られてきました。

A２　�軽自動車税は、その車両の定置場（置いてあるところ）となっている市町村が課税すること
となっています。転居をされた場合には、速やかに変更するようお願いします。手続き方法
などについては、軽自動車販売店などにご相談ください。　所有者の方がお亡くなりになら
れたなどの場合にも、同様に名義変更が必要です。

Q３　継続検査（車検）を受けるための納税証明書はどうするのですか。

A３　�継続検査（車検）を受けるためには、その車両について納税がされていることの証明書（納
税証明書）の提出が必要です。納付書の右端に継続検査用納税証明書の欄がありますので、
車検まで大切に保管してください。また、口座振替をご利用の方は、振替日から2 週間ほどで
納税証明書を郵送しますので同じく車検まで大切に保管してください。なお、紛失などされ
た場合の再発行については、役場税務課又は各支所地域振興係へご相談ください。　

Q４　口座振替(５月31日)直後に継続検査（車検）があるのですが。

A４　�昨年度（平成27 年度）の納税証明書の有効期限は、平成28 年６月15 日（水）となっていま
すので、そちらをご利用ください。紛失されてしまっている場合には、役場税務課又は各支
所にご相談ください。なお、早めに継続検査( 車検) の手続きをされることをお勧めします。

Q５　昨年度より税金が増えたのですが。

A５　�平成27 年度以降の新規登録車両や、登録後13 年経過した車両については、税額が変わって
います。お手持ちの車検証の「初度検査年月」をご確認いただき、新税率や経年重課に該当し
ていないかお確かめください。
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健　
康
　
信
通

第133回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

受
動
喫
煙
防
止
対
策
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
！

楽しむ拠点コース
筋トレ、ウォーキング、球技などを楽しみます。
日時 毎週月曜日 午前9時30分～11時30分
会場 千代田運動公園体育館 
参加費 100円 

水の拠点コース
温水プールで水中ウォーキングなどを楽しみます。
日時 ５月24日（火） 午後２時～３時
会場 温水プールSuiSui（スイスイ）
参加費 100円 
＊どなたでも参加できます。お誘い合わせ
　てお越しください。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
公
共
施
設
な

ど
で
は
、
禁
煙
や
分
煙
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
飲
食
店
な
ど
で
は
、
禁
煙
や

分
煙
な
ど
の
状
況
の
表
示
が
義
務
化
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
遊
具
の
あ
る
公
園
や
学
校

及
び
そ
の
周
辺
で
の
禁
煙
が
努
力
義
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
受
動
喫
煙
防
止
に
配

慮
さ
れ
た
灰
皿
付
近
は
除
き
ま
す
）

広
島
県
が
ん
対
策
推
進
条
例
に
よ
り

「
医
者
に
か
か
る
十
か
条
」を

　
　
　
　
　
　
　
毎
月
紹
介
し
ま
す

  

私
の
禁
煙
体
験
談

　
現
在
禁
煙
し
て
２
年
、
土
佐
鉄
二
さ

ん（
喫
煙
歴
18
年
）の
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

禁
煙
の
き
っ
か
け
は
？

　

嫁
の
妊
娠
を
機
に
禁
煙
し
ま
し
た
。

当
時
、
た
ば
こ
の
値
上
が
り
も
あ
り
、

会
社
で
た
ば
こ
を
や
め
る
人
が
多
か
っ

た
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
も
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

禁
煙
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　
無
駄
遣
い
を
し
な
く
な
っ
た
こ
と
！

た
ば
こ
を
買
い
に
コ
ン
ビ
ニ
に
よ
る
と
、

た
ば
こ
だ
け
で
な
く
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
や

お
菓
子
な
ど
を
つ
い
で
に
買
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
、
か
わ
い
い
我
が
子

に
会
え
た
こ
と
が
一
番
よ
か
っ
た
で
す
。

雄
鹿
原
診
療
所
の
東
條
環
樹
医
師
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た

受
動
喫
煙
の
ウ
ソ
ホ
ン
ト
!?

Ｑ�

．
換
気
扇
の
下
で
吸
う
か
ら
、
ベ
ラ
ン

ダ
で
吸
う
か
ら
大
丈
夫
？

Ａ�

．
換
気
扇
の
下
で
吸
っ
た
と
し
て
も
、

換
気
扇
が
全
て
の
煙
を
吸
い
こ
ん
で
く

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
換
気
扇

に
吸
い
込
ま
れ
る
前
に
、
煙
の
一
部
は

室
内
に
拡
散
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ベ

ラ
ン
ダ
で
吸
っ
て
も
同
じ
で
す
。
窓
の

隙
間
か
ら
煙
は
侵
入
し
て
き
ま
す
。

　

�　
喫
煙
者
の
呼
気
か
ら
も
た
ば
こ
の
に

お
い
を
感
じ
ま
す
が
、
こ
れ
は
受
動
喫

煙
が
生
じ
て
い
る
証
拠
で
す
。

第
一
条　
伝
え
た
い
こ
と
は

　
　
　
　
メ
モ
し
て
準
備

　
診
察
室
に
入
り
、
お
医
者
さ
ん
の
前

に
座
る
と
、
う
ま
く
自
分
の
症
状
が
伝

え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
か
ら
、
体
の
ど
こ
に
、
ど
う
い

う
症
状
が
あ
る
か
、
ど
ん
な
薬
を
飲
ん

で
い
る
か
、
薬
の
副
作
用
の
有
無
や
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
、
要
点
を
前
も
っ
て
ま

と
め
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
お
医

者
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
と
効

率
の
よ
い
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
自
分
が
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
・
や

め
る
と
い
う
の
は
、
健
康
の
た
め
に

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
実
は

た
ば
こ
は
主
流
煙（
喫
煙
者
が
直
接

吸
い
込
む
煙
）よ
り
副
流
煙（
た
ば

こ
か
ら
出
る
煙
）の
方
が
有
害
な
の

で
す
。
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
・
や
め

る
こ
と
が
家
族
に
と
っ
て
の
一
番
の

愛
情
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
切
な
家

族
が
増
え
る
時
、
結
婚
、
子
ど
も
や

孫
の
誕
生
な
ど
を
機
に
ぜ
ひ
、
禁
煙

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
、
自
分

の
努
力
だ
け
で
は
や
め
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
時
は
町
内
の

禁
煙
外
来
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
の
禁
煙
外
来
の
あ
る
医
療
機
関

雄
鹿
原
診
療
所

IP
☎
０
５
０-

５
８
１
２-

２
１
１
７

大
朝
ふ
る
さ
と
病
院

IP
☎
０
５
０-

５
８
１
２-

３
９
０
０

だ
れ
も
が
い
つ
で
も
気
持
ち
よ
く
!!

な
く
そ
う
、
受
動
喫
煙
！

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る

健
康
相
談
を
開
催
し
ま
す
！

日
時　
４
月
27
日（
水
）

　
　
　
５
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

場
所　
千
代
田
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

　
　※

予
約
不
要
。
血
圧
測
定
・
尿
検
査
を
し

　
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ

う
か
つ括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

お
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー（
介
護
予
防
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）と
は
？

お
げ
ん
き
カ
ル
タ

今
月
の
一
枚

　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
た
い
」と
多
く
の

人
が
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
に
取
り
組
み
、
お
互
い
さ
ま

と
助
け
合
い
な
が
ら
、
年
齢
を
重

ね
て
も
、
こ
の
北
広
島
町
で
、
安

心
し
て
生
活
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
ね
!!

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ

て
、
地
域
の
中
で
お
互
い
に
支
え
あ
う

身
近
な
つ
な
が
り
が
、
ま
す
ま
す
大
切

に
な
り
ま
す
。

　
「
お
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
は
、
年

齢
を
重
ね
て
も
、
住
み
慣
れ
た
北
広
島

町
で
安
心
し
て
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
お
住
ま
い
の
地
域
で
身
近
な
介
護

予
防
活
動
を
す
す
め
た
り
、
介
護
予
防

の
教
室（
ス
キ
ッ
と
元
気
塾
な
ど
）で

活
動
を
し
て
い
た
だ
く
方
で
す
。

お元気サポーター（介護予防ボランティア）大募集 !!
　
「
地
域
の
た
め
に
何
か
や
っ
て
み
た

い
」「
介
護
予
防
の
活
動
っ
て
ど
ん
な

こ
と
だ
ろ
う
」な
ど
、
関
心
や
熱
意
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ「
お
元
気
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」を
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。
受
講
後
、「
お
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
登
録
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
保
健
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
対
象
】北
広
島
町
民
で
、
介
護
予
防

活
動
に
関
心
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
介
護
予
防
教
室
な
ど
で
活
動
で

き
る
方
。
４
回
の
講
座
に
で
き
る
だ
け

通
し
て
参
加
可
能
な
方
。

【
講
座
内
容
】介
護
保
険
制
度
や
北
広

島
町
の
現
状
を
知
り
、
介
護
予
防
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
す
。
介
護
予
防
の
た
め
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
年
度
は
、「
食
」を
通
し

た
介
護
予
防
に
つ
い
て
も
学
習
し
て
い

き
ま
す
。

「
お
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を

開
催
し
ま
す
。

内容　/　会場 大朝保健センター 千代田中央公民館 豊平ふれあい健康館 芸北文化ホール

わが町北広島町の現状
を知りましょう

 ５月17日（火） ５月18日（水）

 午前9時30分 ～11時30分 午後１時30分 ～３時30分 午前9時30分 ～11時30分 午後１時30分 ～３時30分

高齢期の心と体の変化
について学びましょう

  ５月31日（火） ６月１日（水）

午前9時30分 ～11時30分 午後１時30分 ～３時30分 午前9時30分 ～11時30分 午後１時30分 ～３時30分

介護予防のレクリエー
ションを体験してみま
しょう

 ７月１日（金）
  午前9時30分
　 ～11時30分

 ６月29日（水）
  午前9時30分
　 ～11時30分

 ６月30日（木）
  午前9時30分
　 ～11時30分

 ６月28日（火）
  午前9時30分
　 ～11時30分

介護予防ボランティア
活動を学びましょう 調整中

・毎日を生き生きと元気に過ごす
・住み慣れた地域が活性化する
・生き甲斐ができる

お元気サポーター養成講座受講

・自分の健康づくり、介護予防
・介護予防の教室の支援
・地域のサロンなどの支援　等

介護予防とは…体と心の衰えを予防・回復しよ
うとする取り組みのこと

今
年
度
か
ら
活
動
日
数
に
応
じ
て

粗
品
を
進
呈
し
ま
す

▼

▼

地域のために何かやってみたい…
介護予防に興味がある！
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　全国的に適切な管理が行われていない空家などが防
災、衛生、景観など地域住民の生活環境に深刻な影響を
及ぼしています。地域住民の生命・身体・財産の保護、
生活環境の保全、空家などの活用のため対応が必要とい
う背景のもと、本町においても、空家等に関する対策を
総合的かつ計画的に実施するため、「北広島町空家等対
策計画」を策定しました。

「北広島町空家等対策計画」を策定しました。

　空家等対策の基本的指針
（１）定住促進による活気のあるまちづくり
　　　空家等を定住を促進する地域資源として捉え、空き家情報バンクなどの施策を通じて有
　　効活用を図ることにより地域へ移住者を呼び込むことで、活気あるまちづくりをめざす。
　　　また、空家等及びその跡地を地域交流及び活性化の拠点としての利用をめざす。
（２）快適に暮らせるまちづくり
　　　特定空家等の発生を防止するために、所有者などによる適正管理を促すことで、良好な
　　住環境を維持し、快適に暮らせるまちづくりをめざす。
（３）安全・安心に暮らせるまちづくり
　　　管理不全な空家等は、火災や倒壊など地域住民への危険性が懸念されるため、修繕、除
　　却などを推進することにより、地域住民が安全・安心に暮らせるまちづくりをめざす。

　計画の対象地区及び対象空家
　　計画の対象地区は、町内全域です。
　　対象となるのは、「空家等対策の推進に関する特別措置法第２条第１項」で定義する「空家
　等」「特定空家等」です。

　　○ 空家等
　　　建築物又はこれに附属する工作物であって居住その他の使用がなされていないことが常
　　態であるもの及びその敷地（立木その他の土地に定着する物を含む。）をいう。ただし、国
　　又は地方公共団体が所有し、又は管理するものを除く。
　　○特定空家等
　　　そのまま放置すれば倒壊など著しく保安上危険となるおそれのある状態又は著しく衛生
　　上有害となるおそれのある状態、適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損
　　なっている状態その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状
　　態にあると認められる空家等をいう。

　相談窓口　
　空家の相談は多岐に渡るため、専門的な知識が必要です。そのため、役場内及び外部関係機
関と連携して取り組みます。
相談窓口は役場企画課内に設置し、放置されて危険な空家などの相談は建設課
で受けます。

問企画課 地域振興係　IP ☎０５０－５８１２－１８５６
　建設課 都市計画係　IP ☎０５０－５８１２－１８６０
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こどもの救急電話相談（＃８０００）
ダイヤル回線・IP 電話の場合 082-505-1399
 子どもが急病になったり、けがをしたりする
ことがあります。それが夜間の場合、すぐに病
院に連れて行ったほうがいいのか、翌朝まで
待ってからでもいいのか判断に迷うことも…。
そんな時に役立つのが、「こどもの救急電話相談」　
　受診の必要性や家庭でできる応急措置などについ
て、相談員（看護師）が電話でアドバイスしてくれます。

利用時間：午後７時～翌朝８時まで

　吸血中のマダニを見つけた場合は？
　　医療機関（皮膚科）を受診し、処置をしてもらってください。
　　☝マダニは体部をつまんで引っ張ると口器がちぎれて皮内に残ってしまうことがあるため、
　　　口器を残さない方法で除去する必要があります。
　　☝マダニをつぶしてしまうと、そのマダニなどが病原体を持っていた場合によくありません。
　　　マダニはつぶさず慎重に除去する必要があります。
　
　おかしいなと思ったら？　
　　屋外作業後２週間以内に、発熱、消化器症状などがあった場合には、医療機関を受診するか、
　最寄りの保健所に相談してください。

問 ・相談窓口　広島県西部保健所広島支所　☎０８２－５１３－５５２１
　　　　　　　保健課 健康増進係　　　  IP☎０５０－５８１２－１８５３

　屋外で活動する機会が多くなるこれからの季節は、野山や草むらに生息
するダニの活動も活発になります。病原体をもつダニに咬まれると感染症
にかかり、重症化することがあります。農作業や庭仕事、登山やキャンプ
など、屋外で活動するときには、ダニに咬まれないように注意しましょう。

　農作業、野外活動をされる皆さんへ マダニの感染症にご用心！！

　赤ちゃんから高齢者まで、健康や介護に
　関することなど、お気軽に相談ください。
　問保健課 IP ☎０５０－５８１２－１８５３
　　芸北ホリスティックセンター IP ☎２２３０
　　大朝保健センター　　　　IP ☎２２１１
　　豊平保健福祉総合センター IP ☎１５０１

健康に関する相談窓口

　マダニによる感染症を防ぐには ？ 
　農作業、レジャーや庭仕事など野外
で活動する際には、肌の露出を少なく
し、マダニに咬まれないようにするこ
とが重要です！ 

(出典) 国立感染症研究所昆虫医科学部
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北
広
島
町 

定
住
者
の
声

北
広
島
町
に
移
り
住
ん
で
来
ら
れ
た

方
の
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
は
広
島
市
か
ら
志
路
原
に
移
住

し
て
、
も
う
す
ぐ
２
年
目
を
迎
え
る
俵
た
わ
ら   

幸こ
う
と斗
さ
ん
、
寛ひ
ろ
こ子
さ
ん
の
ご
夫
婦
で
す
。

●
移
住
の
き
っ
か
け
は
？

　
私
は
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
広
島
市

内
で
ホ
テ
ル
の
経
理
事
務
を
し
て
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
仕
事
に
や
り
甲
斐
も

感
じ
て
い
ま
し
た
し
、
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
次
第
に
も
っ
と
成

果
の
見
え
る
こ
と
が
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
。
震
災
も

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
ね
。
自
分
の

中
で
、『
食
べ
る
物
は
自
分
で
作
り
た

い
。
農
業
を
や
り
た
い
』
と
い
う
思
い

●
北
広
島
町
の
魅
力
は
？　

　
人
が
親
切
で
あ
っ
た
か
い
と
こ
ろ
か

な
。
自
然
が
い
っ
ぱ
い
な
と
こ
ろ
も
魅

力
で
す
ね
。（
お
二
人
）　　

●
ご
近
所
と
の
お
つ
き
あ
い
は
？　

　
私
た
ち
の
住
ま
い
は
住
宅
が
10
軒
ぐ

ら
い
集
ま
っ
て
い
て
、
同
年
代
の
若
い

家
族
が
多
い
ん
で
す
。
地
域
の
行
事
の

後
に
は
み
ん
な
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
幸
せ
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
は
？　

　
嫁
と
二
人
で
農
作
業
を
し
て
い
る
と

き
か
な
（
笑
）。（
幸
斗
さ
ん
）

　
仕
事
を
終
え
て
家
に
帰
っ
て
、
ほ
っ

と
一
息
つ
い
て
る
と
き
。
庭
に
咲
い
て

い
る
花
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
の
ん
び

り
す
る
時
間
で
す
ね
。（
寛
子
さ
ん
）

●
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
自
然
が
い
っ
ぱ
い
と
い
う
魅
力
が
あ

り
な
が
ら
も
す
ぐ
に
都
会
に
出
ら
れ
る

と
い
う
、
一
言
で
い
え
ば
『
便
利
な
田

舎
』
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
北
広
島
町
に

来
て
み
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

【
役
場 

企
画
課
か
ら
の
お
願
い
】

①
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
た
め
、

　
町
内
で
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
物
件

　
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

②
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

　
る
た
め
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力

　
い
た
だ
け
る
定
住
者
の
方
を
ご
紹
介

　
く
だ
さ
い
！

問 

企
画
課 

地
域
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２
６
‐
７
２
‐
５
２
４
２

E
-m
a
il sh

in
k

o
u

@
to

w
n

. 
kitahiroshim

a.lg.jp

が
強
く
な
り
、
事
務
を
辞
め
て
島
根
県

内
の
農
業
法
人
で
働
き
始
め
た
ん
で

す
。
そ
こ
で
、
北
海
道
の
大
学
で
農
業

を
学
ん
だ
奥
さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
身
で
農
業
経
営
を
す
る
た

め
に
色
々
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
い
た
と
こ

ろ
、
北
広
島
町
の
《
新
規
就
農
研
修
制

度
》
を
見
つ
け
た
ん
で
す
。

●
北
広
島
町
の
印
象
は
？　

　

私
の
実
家
は
島
根
な
ん
で
す
け
ど
、

そ
こ
よ
り
は
都
会
だ
な
あ
と
（
笑
）。

店
が
あ
る
し
、
何
と
い
っ
て
も
コ
ン
ビ

ニ
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
（
笑
）。（
幸
斗

さ
ん
）

●
苦
労
し
た
こ
と
は
？

　

出
身
が
愛
媛
県
で
雪
に
は
縁
が
な

か
っ
た
の
で
、
雪
道
の
運
転
は
怖
い
し

苦
労
し
ま
す
ね
。（
寛
子
さ
ん
）　
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１
年
間
の
任
期
を
終
了
し
た
第
22

期 

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
吉
田
紗

子
、
鈴
木
昌
人
の
両
隊
員
が
、
３
月
９

日
、
規
定
の
活
動
を
全
て
終
了
し
、
芸

北
地
域
を
離
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
２
月
29
日
、
中
祖

会
館
、
３
月
２
日
、
大
暮
清
流
の
家
に

て
総
括
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
会
場
、
合
わ
せ
て
80
人
余
り
の
方

が
報
告
会
に
足
を
運
び
、
両
隊
員
の
報

告
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

会
場
に
は
隊
員
と
何
ら
か
の
関
わ
り

を
持
た
れ
た
方
が
多
く
参
加
さ
れ
、
僅

か
１
年
間
で
築
い
た
人
間
関
係
の
幅
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

総
括
報
告
会
開
催

　
平
成
28
年
度
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
を
北
広
島
町
で
導
入
し
ま
す
。

　
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
と
の
大
き
な

違
い
は
、
①
任
期
が
最
長
３
年
で
あ
る

こ
と
、
②
活
動
内
容
が
地
域
の
課
題
解

決
に
直
接
取
り
組
む
人
材
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
③
地
域
住
民
が
協
力
隊
の
受
け

皿
と
な
り
、
地
域
と
行
政
の
協
働
を
推

進
す
る
一
役
を
担
う
こ
と
で
す
。

　
今
月
と
来
月
に
わ
た
り
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
着
任
し
た
３
人
の
自
己
紹

介
と
抱
負
を
掲
載
し
ま
す
。

　
一
人
目
は
鳥と

や谷 

明あ

す

か
日
香
さ
ん（
22
）

で
す
。

　　
私
は
、
大
学
在
学
中
か
ら
、
講
義
の

実
習
で
北
広
島
町
に
度
々
通
う
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
故
郷
に
誇
り
を
持
ち
、
熱

心
に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
方
が
と
て
も
多
い
と
こ
ろ
に
魅
力
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
出
会
っ
た
方
々
に
は
よ
そ

者
で
あ
る
私
に
温
か
く
接
し
て
頂
き
、

地
域
の
こ
と
を
親
切
に
教
え
て
く
れ
ま

参
加
者
か
ら
の
質
問
で
は「
芸
北
を

元
気
に
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
と
思

う
か
」、「（
外
部
の
人
が
芸
北
で
暮
ら

す
上
で
）改
善
す
べ
き
こ
と
は
何
か
」

な
ど
、
他
地
域
か
ら
訪
れ
、
地
域
活
動

に
密
接
に
関
わ
っ
た
協
力
隊
の
感
想
を

地
域
づ
く
り
に
活
か
そ
う
と
す
る
意
見

が
目
立
ち
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
協
力
隊
は「
自
然
資
源

な
ど
の
発
信
は
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

る
が
、
芸
北
の
良
さ
は『
人
々
の
温
か

さ
』に
尽
き
る
。『
人（
住
民
）』に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
発
信
で
様
々
な
資
源
が
一

層
引
き
立
つ
」と
答
え
ま
し
た
。

協
力
隊
は
、
芸
北
の
住
民
の
皆
さ
ま

の
温
か
い
支
援
に
よ
り
、
任
期
を
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中祖会館で行われた報告会の様子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

３
人
採
用
し
ま
す

し
た
。

　
次
第
に
私
は
こ
の
町
が
大
好
き
に
な

り
、
住
ん
で
み
た
い
！
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
協
力
隊
に
着
任
後
は
、
在
学
中
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
地
域
資
源
を
活
用
し

た
商
品
開
発
や
、
空
き
家
の
再
生
と
活

用
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
大
学
の
後
輩
に
は
北
広
島
町
の
取
り

組
み
に
興
味
を
持
つ
学
生
が
い
ま
す
。

私
は
大
学
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役
目
も
担

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の

様
々
な
活
動
に
取
り
組
め
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
！

学生時代、大朝で行われた農業体験活動への
　　　　参加が協力隊志望の決め手

大暮清流の家での報告会。参加者の皆さんと
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　暖かくなり、行楽や農作業のシーズンとなり、クマなどの動物も活発に行動する季節になりました。
　
　
　　・ひとりで山に入ることは避けましょう。 
　　・鈴、ラジオなど音のするものを身につけましょう。 
　　・フンや足あとを見つけたら、迂回するか引き返してください。 
　　・クマの一番活発な時間帯は、明け方と夕方です。出没地域での
　　　この時間帯の外出は注意が必要です。

　　
　　・あわてない！
　　遠くにいるクマを見つけたら、あわてずクマに背を向けず、向き合ったまま後ろにゆっくり後退
　　します。距離が十分に開けばクマも落ち着きます。
　　・騒がない！
　　ものを投げる、大きな声を出す、走るなど、クマを興奮させるようなことは絶対しないでくださ
　　い。騒がず、冷静になることが大事です。
　　・近づかない！
　　子グマの近くには、母グマがいる可能性が高いため、子グマを見ても近づいてはいけません。
　　　

　　・畑や山林への残飯の放置はやめましょう。 
　　・庭先の果樹は放置しないで早めに取り去りましょう。
　　・人家周辺のヤブなどを適切に刈り払い、クマの隠れ場所となる場所を取り除きましょう。
　　・クマの寄りつきにくい環境整備をみんなで行いましょう。
問 農林課 林業振興係　IP☎０５０－５８１２－１８５７　

ツキノワグマにご注意を！！

クマと遭遇しないために

クマと出会ってしまったら・・・

クマを引き寄せないように

５
月
３
日
（
火
）
か
ら

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー
の

利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す

　
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
が
終
了

し
、
５
月
３
日
（
火
）
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
て
、５
月
１
日
（
日
）
に
は
、

「
伝
統
を
創
る　
能
と
神
楽
の
出
会
い
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
商
工
観
光
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

商
工
観
光
課  

観
光
振
興
係  

IP
☎
８
０
８
０
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●電気さくの設置方法など
　くわしくは、農林課または各支所産業振興係へお問い合わせください。

問農林課 林業振興係　　IP☎０５０－５８１２－１８５７
　芸北支所 産業振興係　IP☎０５０－５８１２－２１１２　
　大朝支所 産業振興係　IP☎０５０－５８１２－８００１　
　豊平支所 産業振興係　IP☎０５０－５８１２－１１２４
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119

■
３
月
18
日
～
５
月
５
日　
火
災
多
発
期
特
別
警
戒
実
施
中

■
平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
　
「
消
し
ま
し
ょ
う　
そ
の
火
そ
の
時　
そ
の
場
所
で
」

　初期の火災を消火する際、高い消火能力
を発揮する消火器。使用方法が簡単で、ご
家庭に設置されている方も多いと思いま
す。しかし、古くなって錆などの腐食が進
んだ消火器には、危険が潜んでいることも。
住宅用消火器の保管や、古い消火器の注意
点などについて紹介します。

消
火
器
に
も
寿
命
が

　
消
火
器
は
リ
サ
イ
ク
ル
品
で
す
。
特

定
窓
口
な
ど
で「
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー

ル
」を
購
入
し
、
消
火
器
に
貼
り
つ

け
、
特
定
窓
口
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

２
０
１
０
年
以
降
製
造
の
家
庭
用
消
火

器
に
は
シ
ー
ル
が
張
り
付
け
て
あ
り
ま

す
。
消
火
剤
が
残
っ
て
い
て
も
回
収
さ

れ
ま
す
の
で
、
放
射
せ
ず
廃
棄
手
続
き

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
著
し
く
錆
び
た
消
火
器
は
、
使
用
時

に
破
裂
す
る
な
ど
、
死
亡
に
つ
な
が
る

重
大
な
事
故
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

錆
び
た
消
火
器
に
注
意

消
火
器
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

　
不
具
合
が
あ
る
も
の
や
、
使
用
で
き

る
か
判
断
に
迷
う
も
の
は
、「
い
ざ
」と

い
う
時
に
使
え
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に

異
常
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

　
消
火
器
の
耐
用
年
数
は
、
長
い
も
の

で
製
造
日
か
ら
10
年
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
耐
用
年
数
は「
品
質

を
保
証
」す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
管
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
早
く
劣
化

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
使
用・

有
効
期
限
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
そ
れ
を
目
安
に
新
し
い
物
へ
と
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

その消火器
本当に大丈夫ですか！？

使用時に底部の腐食が
原因で破裂した消火器

　高温多湿を避け、使い
　やすい場所に保管

　錆びや変形など、外観
　の異常をチェック

●
置
き
場
所
に
も
注
意

●
消
火
器
本
体
を
点
検

　リサイクルシール
　（見本）

消
火
器
は「
ゴ
ミ
」と
し
て

処
分
で
き
ま
せ
ん

 問消火器処分の問合せ
　町内の《特定窓口》
■広島瓦斯販売㈱
☎0826－ 72－ 2067
■㈲芸北プロパン
　不二屋
☎0826－ 35－ 0536
■竹村石油㈱
☎0826－ 83－ 0018
☎ 0826－ 84－ 0323
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５月２5日（水）午前０時～午後９時 開催
チャレンジデー 2016 ｉｎ きたひろしま

～みんなでつくろう健康で元気な北広島町！～

●チャレンジデーとは
　毎年５月の最終水曜日に世界中で実施されている、住民総参加型のスポーツイベントです。
　この日は、人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時までの間に町内で15分
以上継続して運動やスポーツをした人の「参加率（％）」を競い合います。
　チャレンジデーは心身のリフレッシュを図り、健康づくりを進めることを目的にいつでも、ど
こでも、誰でもが手軽で気軽に取り組むことができる世界的なイベントです。散歩やストレッチ
などの簡単な運動でも参加可能！みんなで参加しましょう。　　　　　　　　　　　　　

　※くわしくは、北広島町チャレンジデー実行委員会へお問い合わせください。
問 北広島町チャレンジデー実行委員会（教育委員会生涯学習課内）
　 IP☎０５０－５８１２－１８６４

　　　対戦相手

　北広島町  v s  三
みたねちょう
種町（ 秋田県 ）

舞太郎と一緒に体操

■
北
広
島
町
地
域
施
工
支
援
事
業

　
北
広
島
町
で
は
、
10
万
円
以
上
の
工

事
※
を
対
象
に
工
事
費
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
内
容
に
つ
い

て
は
左
の
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
く

わ
し
く
は
役
場
建
設
課
及
び
各
支
所
建

設
管
理
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、補
助
金
限
度
額
は
10
万
円
で
す
。

（ 別 表 ）　　　　　　　　　

補助対象事業 事業の内容 補助率 採択基準

道路・橋梁
新設・改良・修繕
舗装・災害復旧

５割
　工事費が 10万円以上
　幅員が 1.2 ｍ以上
　受益戸数が２戸以上

水路・頭首工
ため池

新設・改良・修繕 4割 　工事費が 10万円以上
　受益戸数が２戸以上災害復旧 ５割

農地 災害復旧 ５割 　工事費が 10万円以上

土地改良 改良・修繕 4割
　一戸当たりの工事費が10万円以上
　換地処分登記完了後３年を経過し
　た日以降の農地であること

治山 災害復旧 ５割 　工事費が 10万円以上

原材料 原材料の支給
　受益戸数が２戸以上
　施設の機能を損なうことのない
　工事であること　10万円限度

その他 機械借上げ料
　受益戸数が２戸以上
　機械借り上げに係る経費（運搬費
　含む）　10万円限度

　※工事費は町で算定した金額が基準となります。
　※採択後に工事を行う事業が補助の対象です。
　※予算の範囲以内とします。

　
ま
た
、
原
材
料
の
支
給
・
リ
ー
ス
会

社
か
ら
の
機
械
借
り
上
げ
料
を
対
象
と

し
た〔
原
材
料
支
給
制
度
〕も
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　
　
４
月
１
日（
金
）

～
９
月
30
日（
金
）

　
【
内
容
・
予
算
な
ど
で
交
付
と
な
ら

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
】

問
建
設
課
農
林
土
木
係
IP
☎
１
８
６
０

ロープ・ジャンプ・ＥＸ
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ミニハードルを倒さないよう走っている子どもたち 左から林さん、箕野町長

千代田運動公園
運動会必勝塾～速く走るための必勝法～
　３月20日（日）、（一財）どんぐり財団が千代
田運動公園で小学生を対象とした運動会必勝塾
を開催しました。当日は、足型測定会が実施さ
れ、それぞれの足を測定した後でシューズの試
し履きができました。グラウンドでは、専門の
コーチが運動会やかけっこで速く走るためのポ
イントを解説し、腕振りの練習やミニハードル
を使ったトレーニングなどが行われました。春
の風が吹く青空の下で子どもたちは、何度もポ
イントを確認しながら、楽しく走っていました。

第55回 土地改良事業功労者表彰
豊平地域の林

はやし

興
こ う た ろ う

太郎さんが受賞
　林興太郎さんが土地改良事業功労者として表
彰され、３月11日（金）、町長へ報告に来られ
ました。林さんは、平成21年3月に山県郡豊平
土地改良区理事長に就任され、土地改良区運営
に精力的に関わってこられました。また、平成
27年5月からは広島県土地改良事業連合会可部
支部理事にも就任されています。今後とも土地
改良区運営にご尽力をいただきたいと思いま
す。※表彰者 広島県土地改良事業団体連合会 
羽田 皓会長（福山市長）

楽しいポーズを決めた西中国山地自然史研究会の皆さん

千代田中央公民館バリアーフリー化工事を行いました
北広島町図書館千代田分館リニューアル
　宝くじの助成金により、昨年11月から今年
2月まで、正面玄関の段差解消のためのスロー
プ設置と図書室の拡張を行い書架間の通路を広
くすることで車いすでの入室を容易にする改修
工事を行いました。また書架などはひろしまの
森づくり事業において、両面書架などを12本、
閲覧用の机といすのセットを7脚製作すること
ができました。以前に比べて、千代田中央公民
館への入館が容易になり、図書室は利便性が良
く、室内は広く明るくなりましたので、本の閲
覧や借用について益々ご利用ください。

窓側の閲覧コーナー

平成27年度ふるさとづくり大賞 総務大臣賞
西中国山地自然史研究会が受賞
　全国各地で、人々のこころをよせる地域「ふ
るさと」をより良くしようと頑張る団体、個人
を表彰する、ふるさとづくり大賞。その団体表
彰・総務大臣賞を特定非営利活動法人西中国山
地自然史研究会が受賞され、会員の皆さんが３
月２日（水）、町長に報告に来られました。今
回の受賞について総務省が評価された「芸北せ
どやま再生事業」の活動である山の木をせどや
ま券（地域通貨）に交換する地域内循環の取り
組みなどについて話されました。

公民館正面玄関の段差を解消
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　　左から新規就農者の俵さん夫妻、横田さん、齋藤さん、
　　原田さん夫妻
北広島町新規就農総合対策事業
新規就農者と平成28年度新規認定研修生が報告
　３月30日（水）、町長室でこの事業・認定研
修生の報告会が開催されました。就農者は平成
26年度生の原田剛さんと俵幸斗さん、齋藤健
次さん。原田さんは本地でミニトマト・ホウレ
ンソウの生産を、俵さんは大朝（茅原）でホウ
レンソウの生産を、齋藤さんは橋山で大玉トマ
トの生産を平成28年３月からそれぞれに開始
されました。また、平成28年度の新規認定研
修生は、横田弘平さん、宇別利次さんで、２人
は４月から町内各地域で実地・基礎・視察研修
を開始し、平成30年春就農予定です。

左から池田教育長、加計議長、白砂さんの父、白砂さん、
　  箕野町長
ＩＰＣアジア・オセアニア陸上競技選手権大会
大朝地域の白

し ら ま さ

砂匠
た く や

庸さんがメダル獲得
　白砂匠庸さんが３月６日（日）から３月12日

（土）までアラブ首長国連邦（ＵＡＥ）・ドバイ
で開催されたこの大会に出場され、槍投げと走
り幅跳びの２種目で銅メダルを獲得されまし
た。この大会は、国際パラリンピック委員会主
催で、2016年リオパラリンピック大会前の大
きな世界大会の一つになっています。白砂さん
が本格的に障がい者スポーツを始めたのは、こ
こ数年のことで、槍投げへは最近転向されたと
のことでした。３月24日（木）、町長へ報告に
来られました。今後の活躍が期待されます。

北広島町地域防災リーダーとして20名の方を認定しました！

問 危機管理監　 IP☎０５０－５８１２－１８５０

　北広島町では、安全で安心して暮らせるまちづくり・地域づくりを推進するため、平成 27
年度において２回の「北広島町地域防災リーダー養成講習」を実施し、「北広島町地域防災リー
ダー」として 20名の方を認定しました。

　「地域防災リーダー」とは、防災に関する知識や技能を身に付け、災害対応のマネジメント
ができる、自主防災会のリーダーの補佐として活躍していただく人材のことです。
主な講習の内容
１. 近年の自然災害と危機管理
２. 防災気象情報とその利用
３. 家庭や地域で必要な備蓄について
４. 災害図上訓練【ＤＩＧ】
５. 救出・消火訓練・普通救急救命講習

　 普通救急救命講習修了証 　 地域防災リーダー認定証

見本

印

見本

第 1回 第 2回
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

■
母
子･

父
子
家
庭
激
励
金

　
母
子
・
父
子
家
庭
を
激
励
す
る
た
め
、

年
１
回
激
励
金（
１
万
円
）を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　
支
給
要
件
は
、
４
月
１
日
現
在
に
お

い
て
１
年
以
上
北
広
島
町
に
住
所
を
有

し
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て

い
る
母
子･

父
子
家
庭
の
方
で
す
。

　
な
お
申
請
書
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
係
に
あ
り
ま
す
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
IP
☎
１
８
５
１

■
高
齢
者
向
け
給
付
金

  （
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）

　
政
府
に
お
い
て「
一
億
総
活
躍
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩

恵
が
及
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い
高
齢

者
の
方
に
対
し
て
、
給
付
金
を
支
給
す

る
こ
と
と
な
り
、
町
か
ら
支
給
対
象
者

と
な
る
住
民
の
方
に
、
給
付
金
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

支
給
対
象
者　
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉

給
付
金（
簡
素
な
給
付
措
置
）の
支

給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中

に
65
歳
以
上
に
な
る
方（
昭
和
27
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）（
た

だ
し
、
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
な
ど
は
除
き
ま
す
）

支
給
額　
支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

　
３
万
円　
※
支
給
は
一
回
で
す
。

申
請
受
付
期
間　
５
月
10
日（
火
）

～
８
月
10
日（
水
）

　
支
給
対
象
者
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

方
あ
て
に
５
月
上
旬
に
役
場
か
ら
申
請

案
内
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

問
福
祉
課
生
活
福
祉
係
IP
☎
１
８
５
１

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
の
実
施

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
、
エ
イ
ズ（
後
天
性

免
疫
不
全
症
候
群
）の
原
因
ウ
イ
ル
ス

で
あ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

　
保
健
所
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を
毎

月
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
２
火
曜
日

午
前
９
時
～
11
時

場
所　
広
島
県
農
林
庁
舎
１
階
診
察
室

（
広
島
市
中
区
基
町
10
‐
52
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
広
島
県
西
部
保
健
所 

広
島
支
所

保
健
課
保
健
対
策
係

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
２
１
直
通

■
肝
炎
検
査
の
実
施

　
保
健
所
で
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象　
受
診
歴
の
な
い
40
歳
以
上
の
方

日
時　
毎
月
第
２
火
曜
日

午
後
１
時
～
２
時

　
　
　
（
６
月
12
月
は
除
き
ま
す
）

場
所　
広
島
県
農
林
庁
舎
１
階
診
察
室

（
広
島
市
中
区
基
町
10
‐
52
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
広
島
県
西
部
保
健
所 

広
島
支
所

保
健
課
保
健
対
策
係

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
２
６
直
通

※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
、
集
団
健
診

の
会
場
・
指
定
医
療
機
関
で
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　
　■

新
任
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
紹
介

　
こ
の
度
、
次
の
方
が
新
し
く
民
生
委

員
児
童
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
退

任
さ
れ
た
委
員
に
は
、
町
の
福
祉
行
政

に
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

し
く
就
任
さ
れ
た
委
員
に
は
、
地
域
の

福
祉
向
上
の
た
め
、
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
奥
田
幸
次

　
千
代
田
【
壬
生
９
区
・
壬
生
10
区
・

壬
生
12
区
（
阿
戸
）】
地
域
担
当

問
福
祉
課
地
域
福
祉
係
IP
☎
１
８
５
１

■
き
れ
い
な
道
を

　
こ
れ
か
ら
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
。
ト

ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
な
ど
農
作
業
用

機
械
を
使
用
さ
れ
た
後
に
道
路
を
通
行

さ
れ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
掃
除

を
行
い
道
路
内
に
土
の
塊
な
ど
を
落
と

さ
な
い
よ
う
に
処
置
の
う
え
走
行
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
が
汚
れ
た
場

合
に
は
掃
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て



生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て

■
町
道
の
占
用

　
近
年
、
道
路
上
及
び
道
路
敷
地
へ
の

占
用
物
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
一
般
の
車
両
や
歩
行
者
へ
の

危
険
が
及
ぶ
ほ
か
、
緊
急
車
両
な
ど
の

通
行
や
災
害
な
ど
の
避
難
経
路
を
妨
げ

た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
に

“
道
路
占
用
申
請
”を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
短
期
間
（
３
か
月
未
満
程

度
）
で
か
つ
地
域
の
事
情
に
よ
り
町
道

を
占
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
は
、
事

前
に
役
場
本
庁
建
設
課
、
ま
た
は
各
支

所
の
建
設
管
理
係
ま
で
ご
連
絡
・
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
土
木
係　
　
IP
☎
１
８
６
０

芸
北
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
１
１
２
４

■
上
下
水
道
の
届
け
出
は
忘
れ
ず
に

　
上
下
水
道
の
使
用
を
開
始
・
中
止
さ

れ
る
場
合
に
は
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、下
水
道
使
用
料
を
使
用
人
員（
認

定
水
量
）
に
よ
り
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
世
帯
で
は
、
居
住
さ
れ
て
い
る

人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
人
員

変
更
届
け
が
必
要
で
す
。

　
引
越
し
や
長
期
不
在
な
ど
で
届
出
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
本
庁

上
下
水
道
課
、
ま
た
は
各
支
所
建
設
管

理
係
ま
で
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
管
理
係
IP
☎
１
８
６
１

芸
北
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
１
１
２
４

検査区分
検査料金

実施年度
(実施頻度 ) 検査項目 法定検査機関

問い合わせ先単独処理
浄化槽 ※

合併処理
浄化槽 ※

ガイドライン
検査 5,000円 7,000円 平成28年度

(5年に1回)
86項目

(国が示す項目全て)
(公社)広島県環境保全センター
☎０８２－８４９－６４１１

効率化検査 5,000円 5,000円
ガイドライン検
査実施年度以外
は毎年度

18項目
(外観検査項目を

軽減)

(公社)広島県浄化槽維持管理協会
☎０８２－５４６－２１６８

※単独処理浄化槽：し尿のみを処理する浄化槽
※合併処理浄化槽：し尿と台所等の生活雑排水とを併せて処理する浄化槽

10 人槽以下の法定検査（11条検査）

毎月第一土曜日は「ひろしま環境の日」
　
 ５月７日（土）　
　 外出時は自転車や公共交通機関を
　利用しよう！

問町民課環境管理係 
 IP☎０５０－５８１２－１８５４

　
皆
さ
ん
の
使
う
道
は
皆
さ
ん
で
き
れ

い
に
す
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
建
設
課
農
林
土
木
係
IP
☎
１
８
６
０

■
浄
化
槽
の
法
定
検
査

　
今
年
度
の
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
法

定
検
査
（
11
条
検
査
）
は
５
年
に
１
回

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
査
で
す
。（
公
社
）

広
島
県
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し

ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
査
で
は
、
環
境
省

が
示
し
た
検
査
項
目
で
あ
る
86
項
目
全

て
を
検
査
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検

査
と
効
率
化
検
査
の
検
査
機
関
や
料
金

な
ど
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

　
法
定
検
査
は
、
維
持
管
理
（
保
守
点

検
及
び
清
掃
）
を
行
い
、
浄
化
槽
の
機

能
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
確

認
す
る
検
査
で
す
。

※
11
人
槽
以
上
の
浄
化
槽
は
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
検
査
の
み
で
す
。
人
槽
に
よ
っ

て
検
査
料
金
が
異
な
り
ま
す
。詳
細
は
、

（
公
社
）
広
島
県
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

29 Public Relations Kitahiroshima
  2016.5



仕事の内容 事　業　所　名 事　業　所　名

看護師・准看護師
（医）社団慶寿会 千代田中央病院　 （医）明和会
デイサービスセンター やすらぎ

看護助手 （医）社団せがわ会 千代田病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 北広島町社会福祉協議会
特別養護老人ホーム やすらぎ （医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所

（医）明和会 社会福祉法人 三矢会
グループホーム・デイサービス　きららの里

小売店販売員など

Life shop かわすみ ローソン千代田インター店
（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫ （株）Aコープ西日本≪Aコープちよだ店≫
（株）フレスタ　サンクス店 メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫

メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫ （株）スミヨシ　ドコモショップ千代田店
（株）コムズ　サンクス店 （株）ザグザグ 《ドラッグストア ザグザグ千代田店》

メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫ じゅえりー　中岡
高谷（株）ファッションハウスルックルック千代田店 （株）ジュンテンドー千代田店
パレット千代田　

事務員など

ヤマト運輸（株）広島千代田センター （株）ショウワコーポレーション
広島北ホテル （有）ビーエム
テクノレイク（株） （株）エイジェック
広島市農業協同組合

土木作業員 第一コンテク（株）

調理人
千代田OGMゴルフ倶楽部 特別養護老人ホーム やまゆり
富士産業（株）中国事業部

接客・調理補助
など

千代田OGMゴルフ倶楽部 （株）むさし
（有）新見仕出し店 （株）どんぐり村

エームサービスジャパン（株）やまびこ広島工場事業所 広島北ホテル
きたひろ市場 田原温泉5000年風呂
ガスト広島　千代田店 お好み焼き 三八 松浦

（株）サルボ両備　寒曳売店 （株）亀の家（アザレア千代田）
（株）ひろし本店 広島アルミ工業内ウオクニ（株）広島支店
（株）勝原白貫堂

食品製造など
（株）タカキベーカリー千代田工場 （株）キャリアメイク
（株）フレスタ　サンクス店 （株）インプレックス
(株)ウィルエージェンシー広島支店 丸二（株）

製造作業員（工場
作業）

（株）キャリアメイク 東洋ワーク（株）広島営業所
津久田工業（株） 西川物産（株）千代田工場
(株)ショウワコーポレーション （株）サルツ

（有）千代田ハーネス （株）ダスキンプロダクト 中四国
（株）やまびこ広島事業所 テクノレイク（株）
（株）セイユー

配達員 日本郵便（株）
倉庫作業など エコートレーディング（株）広島支店 福山通運（株）広島北支店

清掃
（株）さんびる 富士産業（株）中国事業部
（株）ひろし本店

美容師 （有）エルモ ku-ra　HAIR FIT
運転 （医）社団慶寿会　千代田中央病院
キャディ 千代田OGMゴルフ倶楽部
交通誘導警備員 （株）タック

農業
西日本高速道路エンジニアリング中国（株）北広島農場 （有）千代田ファーム
三島食品（株） 北広島町農園事業 紫の里 大石農園

管理人 大和ライフネクスト（株）
＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合も あります。

人情報コーナー求
平成28年４月６日現在 ● 正社員の募集 ● パートの募集

仕事の内容 事　業　所　名

看護師・准看護師
など

（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
大朝ふるさと病院
特別養護老人ホーム ゆりかご荘
立川医院

（医）明和会
デイサービスセンター やすらぎ

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）明和会
社会福祉法人 みぶ福祉会

（有）トリオ　きららの里
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

小売店販売員など
（有）かわすみ
ａｕショップ　北広島店

土木建築作業員・
設備作業員など

(株)千代田工務店
(株)竹下建設
(株)広栄建設産業

（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
（株）服部組
三次電工（株） 北広島出張所

（有）千代田電気サービスセンター
（有）ビーエム
（有）ダイケン

調理人
広島北ホテル
益水興産（有）

接客業務など 広島北ホテル
食品製造など 丸二（株）

製造作業員（工場
作業など）

（株）玉屋金属
（株）大田鋳造所千代田事業所
津久田工業（株）
テクノレイク（株）
オオアサ電子（株）

（株）進栄工業
橋渡サービス
(株)ショウワコーポレーション

（株）セイユー
広島イーグル（株）
熊野製罐(株)千代田工場
カトウ家具工芸(有)

廃棄物処理作業員 千代田衛生興業（有）

運転手（トラック・
機械・バス・タク
シーなど）

今井運送(株)
美和運送(株)
福山通運（株）広島北支店

（有）大朝交通
北広島タクシー（株）(旧・千代田タクシー）

自動車技術（トラック整備） (株)エムジー・カーズ千代田
保育士 さつきヶ丘保育所
農業 （有）千代田ファーム
林業 （有）中越木材
美容師 ku-ra　HAIR FIT
スポーツ 大朝まちづくり（有）

問 北広島町求人情報センター（企画課 地域振興係内）  
　 IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６ 
　 Webサイト   http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週月・木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時
問 広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

知人から誘われ投資したが、
元金も戻ってこない！

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［３月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,369 人 （17 減）

    転　入 132 人

    転　出 133 人

　 出　生 ９人

　 死　亡 25 人

    世帯数 8,484 世帯 （28 増）

>>> Editor's postscript 編集後記

心の相談窓口
　夜眠れない、気分が
落ち込む、イライラす
る。そんな悩みを相談
してみませんか。悩ん
でいる方だけではなく、その方の家族や
身近な方からの相談でもかまいません。
お気軽にご相談ください。
　問 保健課 健康増進係　IP ☎１８５３
　問 福祉課 地域福祉係　IP ☎１８５１

Stop
費者トラブル消

●軽自動車税
●固定資産税［ １期 ］

 ５月31日（火）

◆桜の花が咲き始めました。色とりどりの
花々も春の訪れを告げています。新しい春
がスタートしています。皆さまはどんな春
を迎えていますか。今号をもって私は広報
担当を卒業です。４年間様々な場所でカメ
ラを持ち普段は見られない角度から人々を
見つめることができました。たくさんの
方々にお世話になりました。無理なお願い
に快く応えていただき、ここまでたどり着
けた気がしています。ありがとうございま
した。出会いに感謝です。引き続き「広報
きたひろしま」をご愛読ください。（小）

　約1年前、知人に「率の良い投資がある」と
勧められた。投資先は外国で、短期間で配当が
支払われるので投資額がわずかな期間で倍にな
るという。さらに、人を紹介すると、紹介料
も支払われるとのこと。
説明を信じ、紹介者の
個人口座に150万円振
り込んだ。当初、配当
は振り込まれたが、そ
の後入金はなくなった。
投資したお金も取り戻
せず、紹介者とも連絡
が 取 れ な い。（80歳 代 
男性）（参考：見守り新鮮情報　第244号より）

≪アドバイス≫　
●リスクのない投資は、ほとんどありません。

内容や仕組みを理解できない場合は、契約を
しないことが重要です。うまい話はありません。

●親しい友人や知人からの誘いは断りにくいも
のですが、断る勇気も必要です。自身も友人
を勧誘するこ
とにより、そ
の人との関係
を壊してしま
うこともあり
ます。

●少しでも不安
を 感 じ た ら、
すぐに、北広島町人権・生活総合相談センター

（消費生活相談室）または広島県生活センター
にご相談ください。
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／
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課
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県
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県
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島
町

有
田
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【
第
10
回　
大
賞
】

撮
影
者　
沖
田
忠
春
さ
ん

　
初
め
て
北
広
島
町
へ
写
真
撮
影
に
出

か
け
た
の
は
13
年
前
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
珍
し
い
草
花
、
世
界
無
形
文
化
遺

産
に
も
登
録
さ
れ
た
壬
生
の
花
田
植
、

神
楽
、
雪
景
色
の
風
景
に
出
合
い
、
そ

れ
以
来
虜と
り
こに
な
り
ま
し
た
。
月
に
２
回

以
上
は
芸
北
界
隈
に
通
い
詰
め
、
風
景

写
真
を
撮
り
続
け
ま
し
た
。
撮
っ
た
写

真
を
部
屋
に
飾
り
、
一
週
間
経
過
し
て

も
飽
き
な
い
写
真
を
目
指
し
て
撮
り
続

け
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
の
残
っ
て

い
る
北
広
島
町
は
私
に
と
っ
て
心
の
古

里
で
す
。

　
受
賞
し
た
黄
昏
月
は
臥
龍
山
の
尾
根

に
夕
陽
が
あ
た
り
、
赤
く
染
ま
る
光
景

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
撮
影
し
た
中
の
１
コ

マ
で
す
。
掛
頭
山
山
頂
付
近
に
出
て
い

た
月
が
上
ぼ
り
は
じ
め
ま
し
た
。
頭
の

中
に
は
月
の
明
か
り
と
夕
陽
が
入
り
交

じ
り
ま
す
。
撮
影
場
所
も
転
々
と
移
動

し
て
の
撮
影
で
し
た
。
月
の
位
置
、
雲

の
流
れ
、
日
没
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
喜
び
の
一
日

で
し
た
。

(

北
広
島
町
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
寄
せ
て
・

入
賞
作
品
へ
の
コ
メ
ン
ト
も
頂
き
ま
し
た
）

審
査
員　
紺
野
昇
さ
ん

　
カ
メ
ラ
が
め
ざ
ま
し
く
進
化
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
カ
メ
ラ
が
ど
ん
な
に
進

化
し
て
も
感
性
だ
け
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
の
で
す
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
せ

ば
写
る
の
で
す
が
写
真
は
人
そ
れ
ぞ
れ

が
持
っ
て
い
る
感
性
で
写
す
も
の
で

す
。「
写
る
」の
と｢

写
す
」の
は
違
う

の
で
す
。
カ
メ
ラ
を
手
に
す
れ
ば
心
に

残
る
写
真
が
撮
り
た
い
の
で
す
。
画
家

が
眼
の
前
の
景
色
を
ど
う
表
現
す
る

か
。
画
面
構
成
は
画
家
の
意
図
で
す
。

写
真
も
画
面
構
成
は
撮
影
者
の
意
図
で

決
ま
る
の
で
す
。

　
第
10
回
の
大
賞
に
な
っ
た
黄
昏
月
は

計
算
し
尽
く
さ
れ
た
執
念
の
カ
ッ
ト
で

す
。
舞
台
は
臥
龍
山
。
ピ
ー
ク
が
２
つ

あ
る
双
耳
峰
の
雪
を
被
っ
た
南
ピ
ー
ク

を
絡
め
暮
れ
ゆ
く
ブ
ナ
林
を
絵
画
の
よ

う
に
穏
や
か
に
納
め
ま
し
た
。
撮
影
は

２
月
２
日
。
満
月
の
次
に
美
し
い
と
言

わ
れ
る
十
三
夜
月
の
黄
昏
時
。
撮
影
ポ

イ
ン
ト
の
決
定
か
ら
画
面
構
成
に
至
る

ま
で
秀
逸
で
す
。
良
い
写
真
は
印
象
度

で
決
ま
り
ま
す
。

　
北
広
島
町
の
自
然
や
史
跡
・
民
俗
芸
能
な
ど
、
町
内
の
魅
力
を
撮
影
さ
れ
た『
北
広

島
町
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト（
北
広
島
町
観
光
協
会
主
催
）
』
は
、
昨
年
の
募
集
で
第

10
回
と
な
り
ま
し
た
。
北
広
島
町
の
魅
力
再
発
見
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

北広島町観光写真コンテスト入賞作品きたひろを撮る Photograph of  Kitahiroshima
No.2

【大　賞】　黄昏月　　〔撮影場所：西八幡原（芸北地域）〕


